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１ 教育委員会評価とは

教育委員会は、平成19年度の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により、毎年度、その権限
に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果について、報告書（以下「教育委員
会評価」という。）を作成し議会に提出し公表することとされています。これを受け、本市においても平成20年
度以降、教育委員会評価を作成しています。

教育委員会評価とは

現行見本
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２ 教育委員会評価の構成（案）

現行
１ 教育委員会評価の概要
２ 教育委員会の活動状況

・教育委員会の開催日、議題
・総合教育会議の開催日、議題

３ 教育振興基本計画に掲げる施策の執行状況
・当該年度における主な施策のポイント
・各論１〜１０における大きな振り返り
・各論ごとにある各施策の振り返り

４ 総評
・堀田教授、川上教授に依頼

５ 参考
・地方教育行政の組織及び運営に関する法律抜粋
・教育委員会事務局における施策（事業）一覧

次期（案）
１ 教育委員会評価の概要
２ 教育振興基本計画に掲げる施策の執行状況

・当該年度における主な施策のポイント
・各論１〜７における大きな振り返り
・各論ごとにある各施策の振り返り

３ 総評
・教育振興審議会で審議

４ 教育委員会の活動状況
・教育委員会の開催日、議題
・総合教育会議の開催日、議題

５ 参考
・地方教育行政の組織及び運営に関する法律抜粋
・教育委員会事務局における施策（事業）一覧

尼崎市教育振興審議会の役割

来年度以降、教育振興審議会は、今回策定する教育振興基本計画の進捗確認を主な議題として年に２回程度開
催する予定です。各論ごとの施策の振り返り（取組状況や成果、課題など）及び総評について、審議いただき、
毎年８月ごろに教育委員会評価を完成させます。
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３ 次期教育委員会評価の様式について（イメージ）

各論における取組
と成果を記載

（令和７年度評価
であれば、

令和6年度と取組
を記載）

各論における
課題を記載

各論における課題
を踏まえた

今後の取組を記載
（令和７年度評価

であれば、
7年度に取り組む

内容及び
8年度向けに検討
する内容を記載）

②振り返りと今後の取組

　

　

　

　

各論 1

①達成状況

成果指標

目標・実績 目標値
全国平均

以上
令和7年度

事業成果
（達成状
況等）

― 令和9年度 ―
小（国） △1（数）1

中（国）△3（数）0
令和8年度

事業成果
（達成状
況等）

令和10年度 ―

令和9年度目標・実績 目標値 令和7年度 令和8年度

事業成果
（達成状
況等）

事業成果
（達成状
況等）

学ぶ力と健やかな体の育成

令和10年度 令和11年度

令和11年度 ―

令和8年度 令和9年度

単位 ポイント全国学力・学習状況調査における平均正答率

　小学校については、国語は全国平均と比較し
て△1となったものの、数学は初めて全国平均を
超える＋１となった。
　中学校については、国語は全国平均と比較し
て△3となったものの、数学は初めて全国平均と
並んだ。

【目標に対する達成状況】

成果指標 単位

目標・実績 目標値 令和7年度 令和10年度

成果指標 単位

【目標に対する達成状況】

成果指標 単位

目標・実績 目標値 令和7年度 令和8年度 令和9年度

　これまでの取組を継続し、基礎学力の定着・授業の質的改善の両面から学校を支援していく。また、デジタルドリル
の積極的な活用により、個別最適な学びを実現し、さらに「主体的・対話的で深い学び」につながる授業力向上を推進
するため、講師招へいに係る報償費と先進校等による研究大会への参加費を支給する。
・〇〇〇〇事業の実施の検討

【目標に対する達成状況】

取組と成果

課題

今後の取
組方針

（新規・拡
充）

　個々のつまずきを早期に発見・解消するため、学習支援員の配置や多層指導モデルMIMの実施、デジタル学習支援
ドリルの活用等により基礎学力の定着を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実現のため、指導主事によるチーム訪
問や授業づくりハンドブックをもとに指導助言、フィードバック資料の作成を行った。令和5年度の「あまっ子ステップアッ
プ調査」では、国語・算数ともにD層の割合が25％以下の学年が多い。
・〇〇〇〇事業の実施
・〇〇〇〇事業の拡充

　令和5年度の「あまっ子ステップアップ調査」で、D層は全教科平均で22.8％と、令和4年度とほぼ同じであった。また、
主体的・対話的で深い学びに関する項目について肯定的な回答をした児童生徒の割合は、全国平均を△4.1％下回っ
た。調査結果のフィードバックを通じて個に応じた指導の一層の充実を図る等、D層の割合減少に向けた取組が必要
である。

令和10年度 令和11年度

【目標に対する達成状況】

令和11年度
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-3
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-1

0
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小６ 全国平均との差

国語 算数

（ポイント）

-16

-12

-8

-4

0

H19 H20 H21 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4 R5

中３ 全国平均との差

国語 数学

（ポイント）

基本的に
各論ごと作成

成果指標を作成
しているものに
ついて記載

【成果指標数】
各論１：８個
各論２：２個
各論３：４個
各論４：４個
各論５：２個
各論６：２個
各論７：６個

↓
各論１、７は
２枚作成


